
 
「嘘は、向こうから巧妙にやってくるが、真実は、自らさがし求めなければ見つけられない（『二番目の

悪者』作・林木林より）」私が一番印象に残った台詞です。情報があふれた中で一度立ち止まって考える機
会を与えてくれる本です。とっても読みやすいので、是非手にとってみてくださいね。 
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「Cherry trees rooting underground」     １年学年主任 井上 弘一 

春は新たな始まりの象徴であり、冬の寒さが和らぎ、花が芽吹くことで、希望の息吹を感じられます。
この季節は将来に向けた目標を設定し、自らの夢に向かって一歩を踏み出す絶好のタイミングです。しか
し、私たちは満開の花に目を奪われる一方で、そこに至るまでの冬の存在を忘れてしまいがちです。 

冬は厳しい時期として知られ、寒さに包まれて自然は一時的に沈静します。この季節には、時に孤独感
を感じたり、進むべき道に迷ったりすることもあるでしょう。しかし、厳しく苦しい時期こそ、未来への
希望を信じて努力を続けることが大切です。春が再び訪れる前には冬があるのです。 

その厳しい冬に行われた学校行事の一つが持久走大会でした。一人ひとりが全力を出し、身体的にも精
神的にも挑戦したその姿は、本当に素晴らしいものでした。しかし、時には辛く、足が痛んだり、疲れ果
てたりする瞬間もあったことでしょう。それでも、自分の限界を超えるための努力や苦労の中にこそ、私
たちが本当に学ぶべき教訓や未来への希望が隠されているのではないでしょうか。今後の生活や将来の夢
に挑戦するとき、あのゴールの達成感を思い出してください。 

さあ、春の訪れとともに新しい自分を発見する旅に出ましょう。目の前にある新たな可能性の扉を、自
信を持って開けましょう。自分自身の可能性を信じて、成⾧を楽しむ気持ちを大切にしてください。皆さ
んの新しい一年が素晴らしいものになりますように! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Event 
01 

校内持久走大会  

２月３日に行われた校内持久走大会。 

１・２年生が参加し、自己記録更新に向けて伯方分校特設コースを走り抜けました。 

本校では男子 3,000m、女子 1,800ｍで校内コースを周回するマラソン大会を実施しています。生徒たちは、１・２

月中の体育の授業で、時間走やペース走の持久的練習に合わせて、タブレットを用いて、走るフォームや呼吸法な

ども学習しました。そのおかげで、持久力は大きく右肩上がりで、最初は体育の授業が憂鬱だった生徒が、少しず

つ授業に前向きに取り組んでいく姿勢がみえました。 

Event 
02 

朝の読書  

２月３日（火）～１３日（金）で、第３回「朝の読書」が行われました。 

生徒たちは、１０分間読書を楽しんでいました。また、職員室前には図書委員が作成したポップが飾られており、

読書への関心を高める工夫が見られました。 

男子（3,000m） 
１位 田邊 頌詠（１年）１０分２５秒 
２位 阿部 快琉（１年）１０分２６秒 
３位 三木 晴翔（１年）１０分３９秒 
４位 濱田 彩雅（２年）１０分４５秒 
５位 吉田 錬矢（１年）１０分４９秒 
６位 渡邊 釧人（２年）１０分５０秒 

女子（1,800m） 
１位 野間 瑞央（２年） ７分２４秒 
２位 藤田 早南（２年） ７分２８秒 
３位 中井 天心（１年） ７分３４秒 
４位 阿部 優月（２年） ７分３８秒 
５位 小林 結月（１年） ７分４４秒 
６位 上川 礼奈（２年） ７分４５秒 

総 合 順 位 結 果 発 表  


